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大 学 院 

 

 
 



経済・ビジネス研究科 

１．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 

 

・学部においてマーケティング研究に興味をもち勉強しました。大学院になって、マーケティングをもう一回勉強できてうれしく思っています。またマネジメ

ント課題研究にはＦＸ市場におけるドル／円のトレディングとパフォーマンスに関する研究をおこない、論文を提出したいと思いっています。将来、進路に

は日本企業に就職すること。勉強したことができれば仕事に利用したいと思います。とくに経営情報は本当に将来役に立つと思います。 

・修士論文を書くために、「阿里巴巴神話・馬雲的美麗新世界」を勉強した。アリババは中国の最大なインダネット・淘宝網（タオバオワン）shopping net．

である。 

・今年度、私は「ミクロ経済学Ⅰ」を勉強しました。とくに市場についてのもので、供給曲線、需要曲線および限界生産力曲線などの知識を勉強しました。 

・金川先生の会計情報研究の授業で、会計に関するコンピューターシステムの知識を学んでいることは将来の仕事に役立つと思います。また、実際の財務デー

タの分析研究であるので、理論、実証的それぞれに重要なコメントをもらえて、大変役立つ授業でした。 

・人的資源管理研究、内容的には難しいものでしたが、日本と外国のＨＲＭのことを勉強できてよかったと思います。就活はもちろん、これからの社会生活に

置いても、会社で働く限り、とても有用な知識だと思います。国際経営管理研究、異文化マネジメントの視点から、国際経営について考えさせたとても興味

深い授業でした。異文化的な視点で言語と文化やその文化の特有な価値観がどのようにビジネスに影響できるかを知ることでコミュニケーション能力のアッ

プができたと思います。競争戦略、以前にも、わかるようで、わからなかった部分が多い分野でしたか、この授業を通じてもっと理解を深めた気がします。 

・私が所属するゼミの研究内容はもちろんですが、経済経営統計の授業を通して、いろんな Excel の知識やパソコンの操作などを身につけました。現在、私が

おこなっている今の研究テーマとも結構関連がありました。また、日本観光研究の科目もすごく興味を持ちました。日本の各地域の文化、歴史および遺産な

ど理解できるようになりました。将来進路選択時にも役に立つと思いました。 

・アジア観光分析に関心をもちました。 

・今年の授業科目のうち、私が一番好きなのは横山先生の日本観光研究という授業です。私の専攻分野とぴったりマッチし、先生もすごく真面目で、いろいろ

勉強になりました。また大方先生の観光学という授業も私にとってとても重要です。この授業を通じて専門的な知識が勉強できるので、よかったと思ってい

ます。 

・現在、指導教員の昆先生から修士論文のいろいろな書き方や、資料準備および論文修正など丁寧に教えていただきました。また、先生は私の就職に関するこ

とについて、良いアドバイスをしていただきました。就職に役立つ内容の論文を書くことで現在同時並行に進んでいます。先生はいつも私に配慮していただ

き感謝しています。誠にありがとうございます。 

・「原価管理研究」に関しては、簿記の基礎的問題集を使用し、改めて基本に立ち帰り学習出来た。「会計学」についても監査論について現代の企業のニュース

等も取り混ぜながら、時にはＤＶＤを使用しての学習で興味深いものであった。「企業財務セミナー」に関しては、現代企業の財務についても分かりやすく説

明いただき、また専門以外での論文の書き方や、得難情報などたくさんいただいた。「経済英語Ⅰ」「経済経営思想」については、学ぶ立場の側から考慮して

いただき分かりやすく教えていただいた。「観光学」については、専門以外で特に論文指導を、主にしていただき、有難かった。 

・池内秀己先生の「経営学」と安先生「人的資源管理研究」及び文先生「経営学の戦略」の授業が私として様々な知識を得えてこれからの研究に対して十分に

役に立つ、またキーリー先生の「国際経営研究」に、これからももっと勉強して将来は活用できるようにがんばります。またよろしくお願い申し上げます。

また、太田先生の「情報処理」、浦野先生の「企業財務セミナー」、川畑先生の「経営情報研究」という履修科目は現在も理解できていて、今後もっと深く研

究できると思います。 

・大学院の授業は深く、詳しくて、いい勉強できたうえで、経済を中心に専門知識を身につけた、これからの就職を助けることに関する能力ができる。特に朝

元先生の授業は開発経済の立場から、発展途上国の発展を中心に研究し、自分の研究課題に対して、重要なポイントであった。 

・大学院に入ってから、以前より深い専門知識に触れました。その中に、一番興味を持っている科目は「情報処理」です。様々な課題、報告に役を立ちました。 

・「経営戦略」の授業は、発表及び質問形式で、将来への起業家に対して、知識の勉強を深く学ぶことになります。企業経営に関する知識が将来の会社を経営す

ることに役立つことが理解できました。激しい市場の競争に直面する問題は市場の分析が重要だと考えます。 



・文先生の経営戦略と経営管理研究の授業をうけて、経営についての知識がもっと深く理解できました。また経営英語の授業がすごくおもしろくて、楽しみな

がら、勉強をおこないました。日本語経済の高先生もすごく責任感が強い先生なので勉強になりました。 

・経済・ビジネス研究科は授業科目及び研究指導科目が進路選択との関連性について非常に役立教育課程となっている。特に日本語の練習と、現代企業の経営

戦略と、人的資源管理、将来の社会に入るための能力と知識を得ることに対して充実し満足している。教授たちが院生に対し指導努力に対して満足している。

自分の指導先生（文言先生）の授業について文章の読みから発表まで日本語の能力及び文章の分析、レジュメーの作りなどの能力を高めていただきました。

企業の経営戦略の勉強で、将来企業貢献できる人間とはどのようなものか理解できた。キーリー先生の授業について異国文化を勉強した上で英語の能力も高

まった。安𤋮卓先生の授業について近年、企業の経営環境により就業・雇用形態の多様化について学んだので、将来の就職に役に立つと思う。 

２．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組みなど

について、建設的な意見を書いて下さい。 

 

・一度休講の知らせが学内のメールアドレスに届いていたのを知らず通常通り、仕事が終わり教室で３０分～１時間位待ったことがあり困った。連絡方法につい

て、教務課よりもっと周知すべきだと思う。 

・勉強したことはプログラム形式でやればこれから研究に関してもっと役立つと思う。研究者としては研究するテーマについて書籍をもっと準備していただき、

特に研究のテーマに関連書籍と情報などをもっと増やしたほうがいいと思う。 

・大学院で様々な研究があり、教科書の内容だけで不十分と感じている。企業に入って実践して役立つことも紹介してほしい。将来は知識だけではなく、自身の

経験が就職にも役に立つと思う。 

・私の専攻分野は観光学ですが、観光学に関する科目は非常に少ないと思います。今は日本観光、観光学、観光学研究しかありません。ほかの授業科目はもちろ

ん重要ですが、観光学に関する科目をもっと多く開講していただけると嬉しいです。 

・問題点が特にないですが、院生として理論的な知識だけの勉強では不十分と考えますので、もし、機会があれば、授業中でもいいし、授業外でもいい、先生と

受講メンバーが企業、工場へ見学したほうがいいと考えました。 

・やはり、ケーススタデイという意識が薄いところがあると思います。事例（あるいは実例）がもたらす魅力は、授業に対する集中度を高めるに十分だと思いま

すが。 

・とくにありませんが、実際に会社に入って企業内の仕事を見学の機会があれば良いと思います。 

・大学院の授業科目がちょっと少ないと思います。開講してほしい。また、履修登録変更期間が短いです。 

・指導先生以外、自分の研究についての科目が選択出来なかったことが残念に思います。 

・授業科目はもう少し増やしたらいいと思います。 

・大学院の授業科目でヨーロツバに関する観光分析等の授業を開設して欲しいです。 

・もっとＦｘに関する知識を教えてほしい。 

 

 



3．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 

 

・院生の学習室があり活用させていただいているが、ＰＣが使用できる環境（ｗｉｆｉ・電源等）をお願いしたい。部屋のクーラー等の室温調節が出来る様お願

いしたい。 

・受講者より大学院のパソコン教室の座席が足りない場合がある。７階の大学院教室のクーラーがあまり冷えない。 

・研究室の機器はもっと変ったほうがいいと思う。学生用の研究室のスタンドは使えないもり不便だと思う。よろしくお願いいたします。 

・大学院の環境がよくて、静かに自習室があるのでこの環境で勉強することがすごく楽しかったと思います、それで特になし。 

・１、教室のマーカーはいつも使えない状態です。２、うちの大学院の研究室はほかの大学と比べると、改善すべきところが多いです。特に研究室の設備です。 

・もっと大学院に使わせるパソコン室があれば良いと思います、なぜならば、一般のパソコン室では、学部生が多くて、使えることが少ない。 

・設備、研究機器、授業環境、すべていいともいます。九州産業大学の雰囲気が大好きです。 

・１号館のＳ７０６研究室とＳ７０２研究室のエアコンは、調子がよくないことである。 

・１号館のＳ７１１研究室の設備を新しい設備に代えて欲しいです。 

・大学院パソコン教室は、授業以外でも使えるようお願いします。 

・大学院の勉強の環境がすごくいいと思うので、特に気づいたところはありません。 

・７階のパソコン教室は、授業以外にも使えば、院生たちに便利になります。 

・もっと大学院生に使わせるパソコン室があればいいと思います。 

・学生の自習室は設備の充実がなされていないように感じる。 

・夏ごろ、大学院の研究室は少し暑いと思う。 

・全てＯＫです。 

 

 



工学研究科 

１．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 

 

・講義の中で、指定された題目について自らも発表することで、より理解が深まった。 

・基礎からの授業をしていただいたことで、復習とともに知識を深めることができた。 

・専門以外の企業の管理組織や研究、職業などの興味深い話も有意義であった。 

・理論や計算だけでなく、実際の装置との関連づける点がよかった。 

・授業の内容と企業や社会との関連性をもたせた説明は非常に有意義であった。 

・授業科目間の関連性において、非常に専門的知識を深めるのに有意義であった。 

・研究内容と授業内容とが関連している科目は、専門性を深めることができた。 

・教職希望者にとっては、TA活動は指導を経験するうえでよかった。 

２．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組みなど

について、建設的な意見を書いて下さい。 

 

・実寸の作品を作る機会が欲しい。芸術学部の木工房なども利用できるようにして欲しい。 

・ものづくり教育を実践できる科目があると良い。 

・英語での授業を取り入れて欲しい。 

 

 

３．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 

 

・学会への参加費ならびに論文投稿への助成金が欲しい。 

・大学院講義室に、パソコンやプロジェクターを整備して欲しい。 

・建物入口は22時までとなっているため、もう少し研究活動ができるよう、大学院生にカードキーを配布して欲しい。 

・研究室のエアコンの調整ができ、かつ24時間使用できるようにして欲しい。 

・女子トイレを１号館のように整備してほしい。更衣室が欲しい。 

・ものづくりができる施設や支援制度があると良い。 

 



芸術研究科 

１．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 

 

・デザイン領域に限らず、写真領域や美術領域の授業が横断的に受講できる点が良かった。 

・他のジャンルの（デザイン関係）の仕事に携わる一流の方々の話を聞けるのは大変刺激的だった。個々に具体的な質問ができたことも有意義であった。 

・論文の読み方、留意点など詳細に説明して頂いた。点と点を結んで行くように知識がつながっていくのが感じられ、大変興味深い授業であった。 

・研究論文に必要なアンケートの制作から、調査までを行い、とても役に立った。 

・実際に自分の目で見て、視覚の錯覚や、原理を学ぶことができた。うまく自分の作品に生かせば、新しいものを生みだせるのではないかと思う。 

・あらゆることに関して、すぐに答えを出さず、まず自分で悩み考えることが重要である…ということを学んだ。大学院だからできる授業ではないかと思う。 

・大学図書館に所蔵されている貴重図書の見学が、古い書物や挿絵本に描かれている装飾を調査している私にとって、大変貴重な体験となった。 

・学生が自由なテーマでプレゼンテーションするのを聞き、またそれについて意見を交換することで、自力では得られない新たな知識を得ることができた。 

・福岡市内のパブリックアート作品の現地調査では、今まで見過しがちだった街中のアート作品をあらためて観察することができ、その状態や環境などを知る絶

好の機会となった。 

・自由な制作環境が与えられたことで、自分自身のアイデアを発揮しやすかったと同時に、家業の手伝いとの両立ができたことがとても有意義であった。 

２．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組みなど

について、建設的な意見を書いて下さい。 

 

・芸術やデザイン、社会といった芸術研究全般に関わる大きなテーマで受講者全員の意見交換ができるような場があったらいいなと思う。 

・学内の授業だけではなく社会とのつながりが大事であると思う。社会活動に参加するきっかけがもっと多くあると良いと思う。 

３．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 

 

・昨年から学会に参加させていただいていますが、学会参加のための補助金の支給をもっと早く（できれば学会当日よりも前に）していただけると助かります。 

・夏の集中講義の日程をもっと早く決定していただけると助かります。 

・・院生の経済的な支援制度を充実させてほしい。TAのアルバイト以外にも何かあれば助かります。 

・19・20号館の木彫室にエアコンを設置してほしい。エアコンの問題については学部時代（３年前）から再三にわたってアンケートで答えてきたが、どこから 

も回答がなく改善もなかった。そのこと自体に問題を感じる。 

 

 



国際文化研究科 

１．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 

 

・ 深い学識とご経験に基づき、ひとの心を理解して関わることの難しさや重大さについて、厳しくも前向きに教わるところが大きいです。専門家として謙虚か

つ誠実に、ひとの心の複雑さや恐ろしさについてしっかりと理解することの大切さや、その面白さなどについて、これほど筋道立てて体系的に教えてくださ

るのが実にかけがえのない体験であり、これほどの力を持った先生があと１年すこしで退官されることが、当研究分野にとっての大きな損失となることが想

定され、残念に思います。[臨床心理学研究演習、心理療法特論など] 

・ 博士論文執筆に向けた研究の具体的な方針と学会発表に向けた準備が出来、より一層、研究への意欲が沸きました。[臨床心理学特別研究Ⅱ] 

・ スクールカウンセリングについての学びの場になっており、事例検討を通して、臨床力を鍛えられています。また、実践でも活用できるような介入法を先輩

からも教えて頂けて、とてもありがたいです。[臨床心理学特別演習] 

・ 修士論文のための研究指導をきめ細やかにして頂いている。[臨床心理学研究演習Ⅱ] 

・ 実践に即していながら体系立っているテキストを中心に、プレイセラピーの実際を学ぶことができた。[発達心理臨床学特論] 

・ 留学生の私は日本に来てから、あまり英語を使わないので、どんどん英語を忘れてしまいました。授業で英語文献を読み、日本語に翻訳するのは、英語と日

本語の勉強、論文を書くのに非常に役に立つと思います。[欧米言語文献読解Ⅰ] 

・ 自分の論文の研究にとても役に立ちました。[欧米文学研究Ｃ] 

・ 知識が豊かで、学生の質問に深く答えてくれます。とても面白い授業です。[欧米総合研究Ｂ] 

・ 民法を中心に法律の勉強をしていき、今後の人生の糧になる授業であった。[アジア文化研究Ⅰ] 

・ 中国の近・現代文学や歴史を明らかにした上に自分の研究テーマにも役に立ちました。[日本・アジア文学研究] 

・ 学部時代とは違い、ワンツーマン授業でより深く学問を学べるように指導していただいたので良かったと思う。[日本アジア文学Ａ、英語文献Ⅰ、教育学Ｃ] 

 

２．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組みなど

について、建設的な意見を書いて下さい。 

 

・ 学生たちがじっと耐え忍ぶように話を聴いている状態のものがあり、貴重な学びのための時間がそのような形で消費されているのが残念に感じられます。興

味をそそられ、かつ有用なものであってほしい。いずれの授業においてもそう願います。 

・ 今年は、年次配当の関係で、欧米の先生の履修科目がなく、すこし残念に思います。 

３．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 

 

・ 夏季休業中、図書館が閉まるという、大学としては稀に見る「学習意欲阻害」ともいうべき運営方針を何とかしないと、将来的に卒業生の質の低下を招き、

大学の存亡に関りかねないと思われる。 

・ 大学院生研究室（2 号館６階）に、個人用ロッカーが備えられていますが、修士課程修了後、博士課程になっても同じ所を使用し続けていますが、大丈夫で

しょうか。特に事務室から連絡（鍵の返却とか）がないので、そのままにしています。 

・ K’sアプリが32 ビット対応ですが、最近のＰＣは 64 ビットのため、利用できないことがあります。対応できるように改善をお願い致します。 

・ クーラーの入る時間帯を延ばして欲しい。それ以外はたいへん満足しております。 

・ 大学院研究室のパソコンがすごく緩慢で、印刷機もエラーになることが多かった。 

・ 教室においた白板用マーカーがインク切れで使えない物が多い。  



情報科学研究科 

1．大学院の授業科目及び研究指導科目（演習、特別研究、特殊研究等）で興味深かった点、役に立った点、進路選択との関連性について書いて下さい。 

 

・人情報処理システム特論という講義を受けました。この講義は私の研究とは直接関係ないものでしたが、人の仕組みを知るということは自己の仕組みを知ると

いうことです。これは自己管理に役立つと思いますし、見聞を広めるということに繋がると思います。また、人が受ける・与える影響を学ぶことで、システム

の開発をする際にどのようなシステムを作れば快・不快を与えるかを学ぶことができました。 

・情報科学特別演習Ⅱでは、今まで以上に研究の内容を理解することに役に立った。本研究科の講義では、生物学系の講義が少ないため、他学部履修を単位に認

めていただき、感謝している。衛星通信工学特論やＶＬＳＩ設計特論などの講義でも、情報科学に携わる人間として学んでおくべき要素が沢山あったと思われ

る。 

・ＶＬＳＩ設計特論では日頃あたりまえのように使っているＶＧＡ回路の仕様について理解することができた。情報セキュリティ特論では、自分の研究には関係

ないと思っていたが、符号化などは通信処理で使えそうだったので、幅広い知識は必要だと感じた。 

・博士後期課程に入り、自分で研究内容や関連研究の資料を探すことが、非常に勉強になっています。 

 

 

2．大学院の授業科目及び研究指導科目の改善すべき点、問題点を科目名と共に書いて下さい。また、効果が薄いと思われるので、改善して欲しい取り組みなど

について、建設的な意見を書いて下さい。 

 

・休講の連絡とか、口頭だけでなく、Ｋ’ｓＬｉｆｅなどでも一応してほしい。 

 

3．教室設備、研究機器、授業環境などについて、お気づきの点があれば具体的に（号館、教室、座席等）に書いて下さい。 

 

・１２号館の正面入口の電子鍵はいつ頃直るのでしょうか。もし新システムに移行するのであれば、学生証との兼ね合わせをお願いします。１２号館内に自動販

売機の設置をお願いします。８号館クローズ時は北門近くや学外に出なければならず、非常に手間です。 

・無理なのかもしれませんが、大学院生でも、学部のシラバスを閲覧できると、資料を探すときに便利になるので、閲覧できるとうれしいです。 

・大学院演習室のプロジェクターが見にくい。 
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